




















































































































































































































































































































































































1 1 1 1
1歳一志十志一念+念一志扉+序十万5+F=r=2 I
これを_Lの2次方程式と考えると、
7．1
序-'÷rl十-百十÷}+……=○
11
（注）［得小甲二圓式］
上の式は告を求める2次方程式であるが､図5からも分かるように､OO'O2に接
する円は、O'の他にO3もある。よって、解と係数の関係（交商）から
丙十妾－，|告一丁十÷｜……('）（注2）［前矩合］
11
同様に、OO'O304に関して、上の通矩合で、7･1→－R,7･2→γとして、
参十去十圭+*-2{-*-*f+*+g,*l
これを上の2次方程式と考えて、
幸二‘2汁告十÷+妾|+…一。
解はO4の他にO2もあるはずだから、
妾十☆=2ﾄ者十÷+妾｜………(2)（注3)[後矩合］
米山忠興188
（1）と（2）
11
－＋－
rlア。3
ゆえに
1 3
－＋－
rlr3
から
’２－－１
口
１
｜
庖
十
『
１
｜
血Ｉ 1
11
7．27．3
３
｜
肋
一
一
１
｜
”
＋ (注4）［得乙樫式］
(注1）［得小甲二圓式］
外2大2中2＋（2外大2中2－2外2大中2－2外2大2中）．甲
十｛外2（大一中)2＋2外（大十中）大中十大2中21
×’
外2大2中2甲2
･甲2＝0
L_2｜圭一六十美|圭十｜志-2念十寿+2志十2志十赤'－，甲2
これが得小甲二円式である。
(注2）［前矩合］
外大中（小十甲）－2外大小甲－2外中小甲十2大中小甲＝0
×’
０
－
－
１
１
－
外
１
｜
大
２
＋
＋
１
｜
外
崇
Ⅱ
｜
中
－
１
１
｜
中
剖
岬
刊
１
｜
小
判
１
｜
小
十
州
＋
１
｜
甲
１
｜
甲
．
”
(注3）［後矩合］
外大小（中十乙）－2外大中乙－2外小中乙十2大小中乙＝0
× 1
外大中小乙
０乙
・
小
訓
Ⅲ
「
刎
仲
誌
寿
岬
十
十
４
１
｜
大
１
｜
外
恥
２
’
Ｉ
一
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
小
剤
蹴
旧
：
刊
１
｜
中
純
叫
乙
１
｜
中
十
一
Ｌ
小
１
甲
十
１
｜
乙
⑪
沖
軸
１
｜
乙
．
恥
駐
×
-*+31*-*l+*-'
:古+÷=景十吉
もちろん、前矩合と後矩合の差から、直接にこの式を導くこともできる。’
(傍斜術の項終り）
